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of　lung　metastasis　in　A　and　B　group，　but　in　C　group，　the
lung　metastasis　were　observed　in　three　mice　of　total　ten
mice　and　the　quantity　of　the　neutrophile，　lymphocyte
and　monocyte　of　peripheral　blood　of　the　surgical　group
（B，　the　C　group）　was　significantly　decreased．
　Conclusion：　lt　suggested　that　the　surgical　stress　can
accelerate　the　growth　of　the　local　tumor　and　the　lung
metastasis．
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強が認められた。
【結語】　Kupffer細胞除去により肝転移は増強され、
活性化状態でなくても、Kupffer細胞には抗腫瘍効果
があり、いかにKupffer細胞を正常組織に障害を与え
ず活性化させ、抗腫瘍効果を増加させるかが今後の課
題と考えられた。
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【目的】Kupffer細胞は肝定住のマクロファージとし
て肝類洞内に位置し、異物貧食や種々のサイトカイン
分泌を行い、生体防御や肝疾患病態形成に関与してい
る。特にKupffer細胞は門脈よりの血液を直接うける
ため、腸管よりの異物除去や大腸がんなどの肝転移防
御に重要な役割をはたしていると考えられる。今回の
研究ではKupffer細胞の肝転移抑制効果を検討するた
め、加卿。にて肝よりKupffer細胞を除去し、肝転移
の変化を、Kupffer細胞除去をしていないコントロー
ルと比較検討した。
【方法】1〃卿。でのKupffer細胞除去は、　C12MDP含
有リボソームを作成し、0．5mlを尾静脈より投与し
行った。コントロールへはリン酸緩衝液（PBS）含有
リボソームを同量、尾静脈より投与した。リボソーム
投与後2日目に雄性WKAHラット200　g－300　gへ、
同系ラットより化学誘発にて得られた腹水型の肝癌
細胞株、KDH－8を開腹下に腸管膜静脈より30G針に
て106個投与し肝転移モデルを作成した。Kupffer細
胞除去の確認は、肝凍結切片を抗うットマクロファー
ジ抗体にて免疫染色し行った。肝転移については腫瘍
移植後1週間目に肝臓を取り出し、肝重量を測定し検
討した。
【結果】C12MDP含有リボソーム投与群では、抗うッ
トマクロファージ抗体による免疫染色で陽性細胞は
ほほ認められず、Kupffer細胞は除去されたこが確認
された。Cl，MDP含有リボソーム投与群ではコント
ロール群に比べ有意な肝重量増加、つまり肝転移の増
【目的】ERCP後膵炎の要因のひとつとして検査や
処置後の十二指腸乳頭の浮腫に伴う膵液うっ滞や膵
管内圧の上昇があげられる。その対策として従来、膵
管ステント留置や冷水散布、エピネフリン散布等がお
こなわれてきた。最近、膵炎予防を目的とした自然脱
落型膵管ステントが発売され、ERCP後膵炎予防に有
用であるとの報告もある。今回自然脱落型膵管ステン
ト留置によるERCP後膵炎予防の有用性をprospec－
tiveに検討した。
【対象と方法】2003年6月から当科で施行した
ERCP施行例連続65例（男：女＝42＝23）を、封筒法
により選定し、ステント留置群（S群）33例、ステン
ト非留置群（nS群）32例を対象とした。なおnS群で
は、ERCP終了後に乳頭に対しエピネフリン2mgを
散布した。晶群における、症状（腹痛）の有無、術前
および術日翌日の血清膵（p一）アミラーゼ値に関して
比較検討を行った。また膵管ステントの脱落の確認は
連日の腹部単純X線にて行い、脱落までの期間と膵管
径との関係についても合わせて検討した。使用したス
テントは、5Fr長さ4cm（Cook社）とマーカー付長
さ3cm（試作Hanako社）片側Pig－tail型を基本的に
用い、長さ2cm（Cook社）も2例に用いた。
【成績】p一アミラーゼ値の上昇を認めた症例は、nS群
では32例中20例（625％）、S群では33例中ll例
（33．3％）で有意差は認めなかった。nS群では重症急性
膵炎となった症例が1例、軽症あるいは中等症膵炎と
なった症例が10例であり、上昇例でのp一アミラーゼ
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下は122～2，8951U／1（平均490．81U／1）であった。一
方、S群では95～2891U／1（平均181．OIU／1）であり、
有意にS群でP一アミラーゼ値は低かったψ＜0．05）。
また重症血紅は1例もなかった。腹痛を有したもの
は、nS群では13例（40．6％）、　S群では5例（15．2％）で
有意差を認めたψ＜0．05）。ステントの脱落する期間
は、1～14日（平均2．7日）で膵管径とは無関係であっ
た。ステント内示では、留置溶すぐの脱落がステント
長2cmで認められたが、4cmおよび3cmでは認めな
かった。
【結論】　自然脱落型膵管ステント留置により、ERCP
性膵炎を予防できる可能性が示唆された。
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【背景】肝癌に対するラジオ波熱凝固療法（RFA）
は侵襲が低く、簡便に治療ができることから、近年、急
速な拡がりをみせている。また大型肝細胞癌に対して
も治療適応は拡大しつつある。このRFAの有効性と
安全性を高めるには、正確な穿刺と合併症を忌避する
ための治療支援画像システムの構築が必要である。
【目的】我々は経皮的超音波ガイド下の治療支援画
像システムとして、CT　virtual　ultrasound（CVUS）を
東芝メディカルシステムズと共同開発した。これを用
いて、肝癌局所療法の術前治療計画と、穿刺・焼灼の
シミュレーションを行い、その有用性を検討した。
【対象と方法】対象は平成16年6月から12月まで
にRFAを施行した、肝癌51症例、66結節（直径0．8
cm～8　cm）であった。CTの3Dデータから、任意の超
音波断層面に相当した画像を作成し、肝癌の穿刺焼灼
のシミュレーションを行った。
【成績】評価項目は、1）C面を使って、穿刺シミュ
レーションを行い、至適穿刺ルートを決定することが
可能か、2）腫瘍中心を固定点として、360度回転する
MPR（中心点ロック）により、焼灼する腫瘍の近接臓
器・脈管の3次元的な把握をすることが可能か、3）焼
灼のシミュレーションによって、脈管や隣接臓・器の障
害を忌避する、焼灼の中心と範囲の決定が可能かであ
る。
　1）では、51例中35例（69％）で穿刺ルートの変更、
決定に有効であった。2）では、51例中50例（98％）で
脈管や隣接臓器の把握が可能であった。3）では、51例
中45例（88％）において脈管や隣接臓器の障害を回
避して、焼灼中心と範囲を決定する補助となった。
【結語】CVUSはCTデータのみで、簡便に肝癌局所
治療をシミュレーションすることが可能であった。こ
の術前シミュレーションにより、肝癌局所療法の安全
性を向上させることが期待された。
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【目的】　胃癌のスクリーニング検査として使用され
ているPepsinogen（PG）は本来胃粘膜の萎縮および
炎症の程度を反映する指標である。しかしながらこれ
までにPG法と組織学的所見の関連を検討した報告
は少ない。今回我々は、H．pylori抗体検査と合わせ、PG
判定を以下の4群に分類し、組織学的所見に差がある
かどうかを検討した。
【方法】　対象は初回内視鏡検査とともにPG及びHP
抗体を検査した363例である。内視鏡検査では前庭部
大工（AGC）、体上部大蛮（BGC）および体中部小蛮
（BLC）から胃粘膜を採取し、組織所見を検討した。組
織学的所見はUpdete　Sydney　Systemに準じてnone、
mild、　moderate、　markedに分i類し、スコア化した。同
時に採血し、IgGHP抗体価およびPG値を測定した。
A群：HP陰性・PG陰性、　B群：HP陽性・PG陰性、
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